








【要約】

 双胎妊娠 120 組(児数; 240 人)を対象に予防入院の早産予防、母児に対する影響につい

て膜性別に検討した。膜性の内訳は一絨毛膜二羊膜性双胎(MD 双胎) 40 組、二絨毛膜二羊

膜性双胎(DD双胎) 80 組である。頚管の開大や子宮収縮を認めない妊婦に対して入院を勧

め、これに応じた予防入院群と妊娠初期より外来管理を受けた外来管理群に分け、分娩週

数、産科合併症の頻度、出生体重、新生児予後、新生児異常所見について膜性別に検討し

た。この結果、DD 双胎では、予防入院群において妊娠期間の延長、児の予後および新生

児呼吸障害の頻度に改善がみられた。一方、MD 双胎では、両群で妊娠期間、児の予後お

よび新生児呼吸障害の頻度に差はなかった。


